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奈良県立大学生協×奈良女子大学生協

奈良連帯（奈良女→奈県大への部会訪問）

取り組み概要
日時：2023/10/10  18:00~19:00
場所：奈良県立大学201教室
見学者数
奈良女子大学生協学生委員会 ３名
学生事務局 １名

POINT.1

奈良県立大学と奈良女子大学は、徒歩10分圏内にあります。しか
し、両大学の部会を見学する機会はほとんどありませんでした。
今回の部会訪問は、8月に行われた「全国学生委員長セミナー」

にて、奈良県立大学生協担当事務局と、奈良女子大学生協学生委員
会副委員長が接点を持ったことにより始まりました。以降、奈良県
立大学生協学生委員会のSNS宛に奈良女子大学生協学生委員会側か
らコンタクトを取り、訪問日程は両大学の学生委員会同士で連絡を
取り合って決定していました。全国連帯でのつながりをきっかけに、
近隣の大学同士だからこその強みが活かされた会員間連帯となって
いました。

徒歩圏内にある大学同士の交流

POINT.2

奈良県立大学生協学生委員会の部会では、部門（部署）ごとに分か
れて企画の方向性を話し合う「部門別の時間」が設けられています。
今回の部会では、部門別の時間をいつもより長く取り、奈良女子大学
生協学生委員会と学生事務局で全ての部門を周りました。「他大学で
はどんな取り組みをしてきたのか」「他大学ではこんなときどう進め
ているのか」など、互いの取り組みを互いに伝え合うことで、企画の
ブラッシュアップにつなげることができていました。

互いの取り組みを、互いに伝え合う時間

背景や概要：奈良近隣大学同士の会員間連帯。
Point１の通り「全国学生委員長セミナー」
にて、奈良県立大学生協担当事務局と、奈良
女子大学生協学生委員会副委員長が接点を
持ったことがきっかけとなった。

ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！

ブロック学生事務局 [ 和田 明日香 ] 
Wada.Asuka@univ.coop

POINT.3
部会の最後には、奈良女子大学生協学生委員会より「Peace Now！

奈良」（K’sNEWS第232号）における実行委員会の宣伝が行われまし
た。部会でのつながりをきっかけに、次の連帯の仲間を呼ぶことがで
きていました。
さらに、ちょうどこの時期は、奈良県立大学生協食堂ホールがリ

ニューアルされ、関連企画（K’sNEWS第280号）が行われている時期
でもありました。両大学正副委員長と食堂ホールを見学し、部会だけ
では見えない会員生協の特徴を感じることができていました。
今回の部会訪問で刺激を受けた奈良県立大学生協学生委員会のメン

バーからは「奈良女子大学生協学生委員会の部会を見に行きたい！」
という声があり、両大学三役同士で連絡先を交換する光景も見られま
した。今回の部会見学が、更なる奈良連帯の発展につながりそうです。

部会後もまだまだ続く！奈良連帯の更なる構築

全国大学生協連
関西北陸ブロック
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